
(57)【要約】

【課題】　鏡筒角を変更してアイポイントの高さを調整

したとき、アイポイントの奥行き方向の変位量を小さい

鏡筒角可変鏡筒及びこれを備える顕微鏡を提供すること

。

【解決手段】　顕微鏡本体３に取り付けられる鏡筒本体

１１に対して、一端に接眼レンズ２２（２３）を備える

双眼鏡筒部２１を有する回転枠１２を回動軸Ｏの軸回り

で回動可能に設け、回転枠１２の回動に連動して回動軸

Ｏの軸回りで回動可能であり、その回動角度の１／２だ

け同方向に回動すると共に、その回動中心に反射面と光

軸とが交わる点が設けられ、顕微鏡本体３からの光束を

反射する第４反射鏡３７と、回転枠１２に設けられ、第

４反射鏡３７からの光束を双眼鏡筒部２１に導く第５反

射鏡３８とを備え、第５反射鏡３８の反射面と光軸とが

交わる点と接眼レンズ２２（２３）との距離が、第４反

射鏡３７の反射面と光軸とが交わる点と接眼レンズ２２

（２３）との距離よりも大きい。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 顕 微 鏡 本 体 に 取 り 付 け ら れ る 鏡 筒 本 体 に 対 し て 、 一 端 に 接 眼 レ ン ズ を 備 え る 双 眼 鏡 筒 部
を 有 す る 回 転 枠 を 回 動 軸 の 軸 回 り で 回 動 可 能 に 設 け た 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 に お い て 、
　 前 記 回 転 枠 の 回 動 に 連 動 し て 前 記 回 動 軸 の 軸 回 り で 回 動 可 能 で あ り 、 そ の 回 動 角 度 の １
／ ２ だ け 同 方 向 に 回 動 す る と 共 に 、 そ の 回 動 軸 上 に 反 射 面 と 光 軸 と が 交 わ る 点 が 設 け ら れ
、 前 記 顕 微 鏡 本 体 か ら の 光 束 を 反 射 す る 第 １ 反 射 部 材 と 、
　 前 記 回 転 枠 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 反 射 部 材 か ら の 光 束 を 前 記 双 眼 鏡 筒 部 に 導 く 第 ２ 反 射
部 材 と を 備 え 、
　 該 第 ２ 反 射 部 材 の 反 射 面 と 光 軸 と が 交 わ る 点 と 前 記 接 眼 レ ン ズ と の 距 離 が 、 前 記 第 １ 反
射 部 材 の 反 射 面 と 光 軸 と が 交 わ る 点 と 前 記 接 眼 レ ン ズ と の 距 離 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と
す る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 顕 微 鏡 本 体 か ら の 光 束 を 結 像 し て 前 記 鏡 筒 本 体 内 に 中 間 像 を 形 成 す る 結 像 レ ン ズ と
、
　 前 記 中 間 像 を 前 記 双 眼 鏡 筒 部 内 に 結 像 さ せ る リ レ ー レ ン ズ と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 結 像 レ ン ズ と 前 記 第 １ 反 射 部 材 と の 間 に 、 前 記 顕 微 鏡 本 体 か ら の 光 束 を 前 記 第 １ 反
射 部 材 に 導 く 反 射 光 学 系 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 鏡
筒 角 可 変 鏡 筒 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 反 射 部 材 が 、 前 記 回 転 枠 の 回 動 範 囲 に お い て 、 該 第 １ 反 射 部 材 で 反 射 さ れ る 光
束 の 光 軸 を 水 平 面 よ り も 下 方 向 と す る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か
ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 反 射 部 材 が 、 該 第 １ 反 射 部 材 に 入 射 す る 光 束 の 光 軸 を 水 平 面 よ り も 上 方 向 と す
る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 鏡 筒 角
可 変 鏡 筒 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 鏡 筒 本 体 が 、 撮 像 部 材 を 取 り 付 け 可 能 な 撮 像 部 材 取 付 部 を 有 し 、
　 前 記 反 射 光 学 系 の 光 路 上 に 、 前 記 顕 微 鏡 本 体 か ら の 光 束 を 前 記 撮 像 部 材 取 付 部 に 導 く 光
路 切 替 手 段 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 鏡
筒 角 可 変 鏡 筒 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 顕 微
鏡 。
　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 観 察 者 の 目 の 高 さ で あ る ア イ ポ イ ン ト を 変 更 可 能 な 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 及
び こ れ を 備 え る 顕 微 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 観 察 者 の 顕 微 鏡 に よ る 観 察 姿 勢 を よ り 快 適 と す る た め に 、 観 察 者 の 体 格 や 姿
勢 な ど の 好 み に 合 わ せ て 鏡 筒 の 鏡 筒 角 （ 水 平 面 に 対 す る 接 眼 レ ン ズ の 光 軸 の 角 度 ） を 調 節
す る こ と で 、 観 察 者 の 目 の 高 さ で あ る 、 ア イ ポ イ ン ト の 高 さ を 調 節 す る 手 段 を 備 え る 鏡 筒
角 可 変 鏡 筒 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 こ の 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 １ ０ ０ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 顕 微 鏡 本 体 １ ０ １ に 取 り 付 け 可 能 な
鏡 筒 本 体 １ ０ ２ と 、 一 端 に 一 対 の 接 眼 レ ン ズ １ ０ ３ が 設 け ら れ た 双 眼 鏡 筒 部 １ ０ ５ を 有 す
る と 共 に 鏡 筒 本 体 １ ０ ２ に 対 し て 回 動 軸 Ｏ ″ の 軸 回 り に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 回
転 枠 １ ０ ６ と 、 鏡 筒 本 体 １ ０ ２ ま た は 回 転 枠 １ ０ ６ 内 部 に 設 け ら れ て 顕 微 鏡 本 体 １ ０ １ か
ら の 観 察 像 を 接 眼 レ ン ズ １ ０ ３ に 導 く 結 像 レ ン ズ １ ０ ７ 、 リ レ ー レ ン ズ 部 及 び 反 射 光 学 系
１ ０ ９ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 リ レ ー レ ン ズ 部 は 、 凹 レ ン ズ １ １ １ 及 び 凸 レ ン ズ １ １ ２ に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 反 射
光 学 系 １ ０ ９ は 、 プ リ ズ ム １ １ ３ と 第 １ か ら 第 ５ 反 射 鏡 １ １ ４ ～ １ １ ８ と に よ っ て 構 成 さ
れ て い る 。
　 第 ５ 反 射 鏡 １ １ ８ は 、 回 転 枠 １ ０ ６ に 設 け ら れ て い る ミ ラ ー 保 持 部 材 １ ２ １ に よ っ て 保
持 さ れ て お り 、 回 動 軸 Ｏ ″ の 軸 回 り に 回 動 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。
　 こ の ミ ラ ー 保 持 部 材 １ ２ １ は 、 図 示 し な い ギ ヤ 、 ベ ル ト 、 リ ン ク な ど に よ っ て 回 転 枠 １
０ ６ の 回 動 に 連 動 し て 、 そ の 回 動 角 度 の １ ／ ２ だ け 回 転 枠 １ ０ ６ の 回 動 方 向 と 同 方 向 に 回
動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 結 像 レ ン ズ １ ０ ７ に 入 射 し た 光 束 は 、 プ リ ズ ム １ １ ３ 及 び 第 １ か ら 第 ３ 反 射 鏡 １ １ ４ ～
１ １ ６ で 偏 向 さ れ 、 凹 レ ン ズ １ １ １ を 通 過 し 、 第 ４ 及 び 第 ５ 反 射 鏡 １ １ ７ 、 １ １ ８ で 偏 向
さ れ 、 凸 レ ン ズ １ １ ２ を 通 過 し て 一 対 の 接 眼 レ ン ズ １ ０ ３ に 至 る 。 こ こ で 、 結 像 レ ン ズ １
０ ７ に 入 射 し た 光 束 は 、 第 ３ 反 射 鏡 １ １ ６ の 手 前 の 点 Ｐ １ ０ で 中 間 像 を 形 成 し 、 リ レ ー レ
ン ズ 部 に 入 射 し た 光 束 は 、 一 対 の 接 眼 レ ン ズ １ ０ ３ の 手 前 の 点 Ｐ １ １ で 中 間 像 を 形 成 す る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ こ で 、 回 転 枠 １ ０ ６ を 回 動 軸 Ｏ ″ の 軸 回 り で 回 動 さ せ て 双 眼 鏡 筒 部 １ ０ ５ の 鏡 筒 角 を
α だ け 変 更 す る と 、 こ れ に 連 動 し て 、 第 ５ 反 射 板 １ １ ８ が α ／ ２ だ け 同 方 向 に 回 動 す る 。
こ れ に 伴 っ て 、 第 ５ 反 射 板 １ １ ８ か ら 双 眼 鏡 筒 部 １ ０ ５ に 向 か う 光 束 の 光 軸 が 、 図 ７ に 示
す ｑ か ら ｑ ′ に 移 動 す る 。 こ の よ う に し て 、 観 察 像 が 移 動 す る こ と な く 、 観 察 者 は 鏡 筒 角
を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ １ ３ ８ １ ３ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 に お い て は 、 以 下 の 問 題 が あ る 。 す な わ ち 、
上 記 従 来 の 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 で は 、 ア イ ポ イ ン ト の 高 さ を 調 節 す る た め に 鏡 筒 角 を 変 更 す る
と 、 ア イ ポ イ ン ト の 奥 行 き 方 向 、 観 察 者 の 目 と 接 眼 レ ン ズ と の 水 平 距 離 が 変 化 す る 。 つ ま
り 、 ア イ ポ イ ン ト を 高 く す る と ア イ ポ イ ン ト の 奥 行 き 方 向 が 後 ろ 側 に 大 き く 変 位 す る こ と
に な る 。 一 般 に 、 ア イ ポ イ ン ト を 高 く す る 観 察 者 は 、 大 柄 な 人 で あ る の で 、 ア イ ポ イ ン ト
の 奥 行 き 方 向 が 後 ろ 側 と な る と 観 察 時 に 姿 勢 が 前 か が み に な る ば か り で は な く 、 顕 微 鏡 の
照 準 ハ ン ド ル や ス テ ー ジ の ス ト ロ ー ク ハ ン ド ル の 操 作 な ど の 観 察 作 業 が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 鏡 筒 角 を 変 更 し て ア イ ポ イ ン ト の 高
さ を 調 整 し た と き 、 ア イ ポ イ ン ト の 奥 行 き 方 向 の 変 位 量 を 小 さ く し 、 小 柄 な 人 か ら 大 柄 な
人 ま で 観 察 時 の 姿 勢 を 良 好 に 保 つ こ と が 可 能 な 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 及 び こ れ を 備 え る 顕 微 鏡 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 以 下 の 構 成 を 採 用 し た 。 す な わ ち 、 本 発 明 に か か
る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 は 、 顕 微 鏡 本 体 に 取 り 付 け ら れ る 鏡 筒 本 体 に 対 し て 、 一 端 に 接 眼 レ ン ズ
を 備 え る 双 眼 鏡 筒 部 を 有 す る 回 転 枠 を 回 動 軸 の 軸 回 り で 回 動 可 能 に 設 け た 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒
に お い て 、 前 記 回 転 枠 の 回 動 に 連 動 し て 前 記 回 動 軸 の 軸 回 り で 回 動 可 能 で あ り 、 そ の 回 動
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角 度 の １ ／ ２ だ け 同 方 向 に 回 動 す る と 共 に 、 そ の 回 動 軸 上 に 反 射 面 と 光 軸 と が 交 わ る 点 が
設 け ら れ 、 前 記 顕 微 鏡 本 体 か ら の 光 束 を 反 射 す る 第 １ 反 射 部 材 と 、 前 記 回 転 枠 に 設 け ら れ
、 前 記 第 １ 反 射 部 材 か ら の 光 束 を 前 記 双 眼 鏡 筒 部 に 導 く 第 ２ 反 射 部 材 と を 備 え 、 該 第 ２ 反
射 部 材 の 反 射 面 と 光 軸 と が 交 わ る 点 と 前 記 接 眼 レ ン ズ と の 距 離 が 、 前 記 第 １ 反 射 部 材 の 反
射 面 と 光 軸 と が 交 わ る 点 と 前 記 接 眼 レ ン ズ と の 距 離 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 に か か る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 で は 、 接 眼 レ ン ズ と の 距 離 が 第 ２ 反 射 部 材 に よ る 反 射
面 と 光 軸 と が 交 わ る 点 よ り も 長 い 第 １ 反 射 部 材 に よ る 反 射 面 と 光 軸 と が 交 わ る 点 を 回 動 中
心 と し て そ の 軸 回 り で 回 動 さ せ て ア イ ポ イ ン ト の 高 さ を 調 節 す る こ と に よ っ て 、 第 ２ 反 射
部 材 に よ る 反 射 面 と 光 軸 と が 交 わ る 点 を 回 動 中 心 と し て ア イ ポ イ ン ト の 高 さ を 調 節 す る 場
合 と 比 較 し て 、 ア イ ポ イ ン ト の 奥 行 き 方 向 の 変 化 量 が 小 さ く な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 は 、 前 記 顕 微 鏡 本 体 か ら の 光 束 を 結 像 し て 前 記 鏡
筒 本 体 内 に 中 間 像 を 形 成 す る 結 像 レ ン ズ と 、 前 記 中 間 像 を 前 記 双 眼 鏡 筒 部 内 に 結 像 さ せ る
リ レ ー レ ン ズ と を 備 え て い る こ と が 好 ま し い 。
　 こ の 発 明 に か か る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 で は 、 結 像 レ ン ズ で 中 間 像 を 形 成 し 、 リ レ ー レ ン ズ で
そ の 中 間 像 を 双 眼 鏡 筒 部 内 に 結 像 さ せ る こ と に よ っ て 、 観 察 者 が 、 正 立 さ せ た 観 察 像 を 観
察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 は 、 前 記 結 像 レ ン ズ と 前 記 第 １ 反 射 部 材 と の 間 に
、 前 記 顕 微 鏡 本 体 か ら の 光 束 を 前 記 第 １ 反 射 部 材 に 導 く 反 射 光 学 系 が 設 け ら れ て い る こ と
が 好 ま し い 。
　 こ の 発 明 に か か る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 で は 、 反 射 光 学 系 で 顕 微 鏡 本 体 か ら の 光 束 を 折 り 返 す
こ と に よ っ て 、 光 路 長 を 長 く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 を 小 型 化 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 は 、 前 記 第 １ 反 射 部 材 が 、 前 記 回 転 枠 の 回 動 範 囲
に お い て 、 該 第 １ 反 射 部 材 で 反 射 さ れ る 光 束 の 光 軸 を 水 平 面 よ り も 下 方 向 と す る よ う に 配
置 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
　 こ の 発 明 に か か る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 で は 、 第 ２ の 反 射 部 材 、 双 眼 鏡 鏡 筒 部 及 び 接 眼 レ ン ズ
の 配 置 位 置 を 低 く し て 、 ア イ ポ イ ン ト の 最 下 点 を 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 は 、 前 記 第 １ 反 射 部 材 が 、 該 第 １ 反 射 部 材 に 入 射
す る 光 束 の 光 軸 を 水 平 面 よ り も 上 方 向 と す る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
　 こ の 発 明 に か か る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 反 射 部 材 を 配 置 す る た め に 必 要
な ス ペ ー ス を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 明 視 野 、 暗 視 野 、 偏 光 、 蛍 光 観 察 な
ど の さ ま ざ ま な 観 察 法 を 実 行 可 能 と す る た め に 必 要 な 光 学 素 子 を 内 蔵 す る た め に 観 察 者 側
に 突 出 し た 形 状 を 有 す る 投 光 管 を 有 す る 顕 微 鏡 本 体 に も 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 は 、 前 記 鏡 筒 本 体 が 、 撮 像 部 材 を 取 り 付 け 可 能 な
撮 像 部 材 取 付 部 を 有 し 、 前 記 反 射 光 学 系 の 光 路 上 に 、 前 記 顕 微 鏡 本 体 か ら の 光 束 を 前 記 撮
像 部 材 取 付 部 に 導 く 光 路 切 替 手 段 が 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。
　 こ の 発 明 に か か る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 で は 、 光 路 切 替 手 段 に よ っ て 顕 微 鏡 本 体 か ら の 光 束 を
、 接 眼 レ ン ズ ま た は 撮 像 部 材 取 付 部 の ど ち ら か 一 方 あ る い は 双 方 に 導 く 。 こ こ で 撮 像 部 材
取 付 部 に 撮 像 部 材 と し て 、 例 え ば Ｔ Ｖ モ ニ タ に 接 続 さ れ る Ｔ Ｖ カ メ ラ を 取 り 付 け 、 光 路 切
替 手 段 に よ っ て 光 束 を 撮 像 部 材 取 付 部 に 導 く こ と に よ っ て Ｔ Ｖ モ ニ タ で の 観 察 を 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 顕 微 鏡 は 、 上 述 し た 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 に か か る 顕 微 鏡 で は 、 鏡 筒 角 を 変 更 し て も ア イ ポ イ ン ト の 奥 行 き 方 向 の 変 位 量

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-113188 A 2006.4.27



が 小 さ い 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 を 備 え て い る の で 、 小 柄 な 人 か ら 大 柄 な 人 ま で 観 察 時 の 姿 勢 を 良
好 に 保 つ こ と が で き る 。 し た が っ て 、 長 時 間 の 観 察 を 行 っ て も 、 観 察 時 の 疲 労 が 低 減 さ れ
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 及 び こ れ を 備 え る 顕 微 鏡 に よ れ ば 、 接 眼 レ ン ズ と の 距 離 が 第 ２
反 射 部 材 に よ る 反 射 面 と 光 軸 と が 交 わ る 点 よ り も 長 い 第 １ 反 射 部 材 に よ る 反 射 面 と 光 軸 と
が 交 わ る 点 を 回 動 中 心 と し て そ の 軸 回 り で 回 動 さ せ て ア イ ポ イ ン ト の 高 さ を 調 節 す る こ と
に よ っ て 、 第 ２ 反 射 部 材 に よ る 反 射 面 と 光 軸 と が 交 わ る 点 を 回 動 中 心 と し て ア イ ポ イ ン ト
の 高 さ を 調 節 す る 場 合 と 比 較 し て 、 ア イ ポ イ ン ト の 奥 行 き 方 向 の 変 化 量 が 小 さ く な る 。 こ
れ に よ り 、 小 柄 な 人 か ら 大 柄 な 人 ま で 観 察 時 の 姿 勢 を 良 好 に 保 つ こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 及 び こ れ を 備 え る 顕 微 鏡 の 第 １ の 実 施 形 態 に つ い
て 、 図 １ か ら 図 ３ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に よ る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 １ は 、 図 １ に 示 す よ う な 顕 微 鏡 ２ に 備 え ら れ て い る 。
　 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 観 察 者 の 向 い て い る 方 向 を 前 方 と 称 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 顕 微 鏡 ２ は 、 正 立 顕 微 鏡 で あ っ て 、 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 １ を 取 り 付 け 可 能 な 顕 微 鏡 本 体
３ と 、 観 察 試 料 Ｓ を 載 置 す る ス テ ー ジ ４ と 、 観 察 試 料 Ｓ に 照 明 光 を 照 射 す る た め の 光 源 で
あ る ラ ン プ ソ ケ ッ ト ５ と 、 観 察 試 料 Ｓ の 観 察 像 を 集 光 す る 対 物 レ ン ズ ６ と 、 対 物 レ ン ズ ６
に よ る フ ォ ー カ ス を 調 整 す る 焦 準 ハ ン ド ル ７ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 顕 微 鏡 本 体 ３ に 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 １ １ Ａ
を 備 え る 鏡 筒 本 体 １ １ と 、 鏡 筒 本 体 １ １ に 対 し て 回 動 軸 Ｏ の 軸 回 り に 回 動 可 能 に 取 り 付 け
ら れ て い る 回 転 枠 １ ２ と 、 鏡 筒 本 体 １ １ の 内 部 に 設 け ら れ て 顕 微 鏡 本 体 ３ か ら の 観 察 像 を
導 入 す る 結 像 レ ン ズ １ ３ と 、 結 像 レ ン ズ １ ３ か ら の 観 察 像 を 後 述 す る 一 対 の 接 眼 レ ン ズ ２
２ （ ２ ３ ） に 導 く リ レ ー レ ン ズ 部 及 び 反 射 光 学 系 １ ５ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 回 転 枠 １ ２ は 、 一 端 に 双 眼 鏡 筒 部 ２ １ を 介 し て 一 対 の 接 眼 レ ン ズ ２ ２ （ ２ ３ ） が 設 け ら
れ て い る 。
　 こ の 回 転 枠 １ ２ の 回 動 可 能 範 囲 は 、 図 ２ に 示 す 符 号 α の 範 囲 で あ る 。 そ し て 、 回 転 枠 １
２ の 内 部 に は 、 後 述 す る 第 ４ 反 射 鏡 ３ ７ を 保 持 す る ミ ラ ー 保 持 部 材 ２ ４ が 回 動 軸 Ｏ の 軸 回
り に 回 動 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の ミ ラ ー 保 持 部 材 ２ ４ は 、 図 示 し な い ギ ヤ 、 ベ ル ト 、
リ ン ク な ど に よ っ て 回 転 枠 １ ２ の 回 動 に 連 動 し て 、 そ の 回 動 角 度 の １ ／ ２ だ け 回 転 枠 １ ２
の 回 動 方 向 と 同 方 向 に 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 双 眼 鏡 筒 部 ２ １ の 内 部 に は 、 リ レ ー レ ン ズ 部 で 導 か れ た 光 路 を 分 岐 し て そ れ ぞ れ を 一 対
の 接 眼 レ ン ズ ２ ２ （ ２ ３ ） に 導 く 図 示 し な い 光 路 分 割 光 学 系 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 リ レ ー レ ン ズ 部 は 、 凹 レ ン ズ ３ １ 及 び 凸 レ ン ズ ３ ２ に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 凹 レ ン ズ
３ １ が 鏡 筒 本 体 １ １ 内 部 に 配 置 さ れ 、 凸 レ ン ズ ３ ２ が 回 転 枠 １ ２ 内 部 に 配 置 さ れ て い る 。
　 反 射 光 学 系 １ ５ は 、 プ リ ズ ム ３ ３ 、 第 １ か ら 第 ３ 反 射 鏡 ３ ４ ～ ３ ６ 、 第 ４ 反 射 鏡 （ 第 １
反 射 部 材 ） ３ ７ 、 及 び 第 ５ 反 射 鏡 （ 第 ２ 反 射 部 材 ） ３ ８ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
　 こ こ で 、 結 像 レ ン ズ １ ３ 、 リ レ ー レ ン ズ 部 及 び 反 射 光 学 系 １ ５ は 、 顕 微 鏡 本 体 か ら 導 か
れ る 光 束 の 光 軸 上 に 配 置 さ れ て お り 、 顕 微 鏡 本 体 ３ 側 か ら 順 に 、 結 像 レ ン ズ １ ３ 、 プ リ ズ
ム ３ ３ 、 第 １ か ら 第 ３ 反 射 鏡 ３ ４ ～ ３ ６ 、 凹 レ ン ズ ３ １ 、 第 ４ 及 び 第 ５ 反 射 鏡 ３ ７ 、 ３ ８
、 凸 レ ン ズ ３ ２ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 プ リ ズ ム ３ ３ は 、 結 像 レ ン ズ １ ３ を 通 過 す る 光 束 の 光 軸 を 、 後 方 か つ 水 平 面 と 平 行 な 方
向 に 偏 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ 反 射 鏡 ３ ４ は 、 プ リ ズ ム ３ ３ で 偏 向 さ れ
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た 光 束 の 光 軸 を 、 前 方 か つ 水 平 面 よ り も 下 側 に 偏 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 第
２ 反 射 鏡 ３ ５ は 、 第 １ 反 射 鏡 ３ ４ で 偏 向 さ れ た 光 束 の 光 軸 を 、 鉛 直 方 向 上 側 に 偏 向 す る よ
う に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら プ リ ズ ム ３ ３ 及 び 第 １ か ら 第 ３ 反 射 鏡 ３ ４ ～ ３ ６ は 、 鏡 筒 本
体 １ １ に 設 け ら れ た 固 定 部 材 １ １ Ｂ に 取 り 付 け 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ４ 反 射 鏡 ３ ７ は 、 第 ３ 反 射 鏡 ３ ６ で 偏 向 さ れ た 光 束 の 光 軸 を 、 回 転 軸 Ｏ で 受 け 、 回 転
枠 １ ２ の 回 動 範 囲 内 に お い て 水 平 線 よ り も 下 方 向 に 偏 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 第 ５
反 射 鏡 ３ ８ は 、 第 ４ 反 射 鏡 ３ ７ で 偏 向 さ れ た 光 束 の 光 軸 を 、 凸 レ ン ズ ３ ２ を 通 過 し て 双 眼
鏡 筒 部 ２ １ の 内 部 に 配 置 さ れ て い る 光 路 分 離 光 学 系 に 導 く よ う に 配 置 さ れ て い る 。
　 こ こ で 、 第 ４ 反 射 鏡 ３ ７ か ら 第 ５ 反 射 鏡 ３ ８ に 向 か う 光 束 の 光 軸 は 、 回 転 枠 １ ２ の 回 動
範 囲 内 に お い て 、 図 ２ に 示 す 符 号 ｎ か ら 符 号 ｎ ′ ま で 可 変 と な っ て お り 、 常 に 水 平 線 よ り
も 下 方 向 に 向 か う よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 結 像 レ ン ズ １ ３ 、 リ レ ー レ ン ズ 部 及 び 反 射 光 学 系 １ ５ を 通 る 光 束 の 光 軸 は 、 対 物
レ ン ズ ６ の 光 軸 も 含 め て 同 一 平 面 （ 図 ２ の 紙 面 ） 上 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 結 像 レ ン ズ １ ３ と プ リ ズ ム ３ ３ と 第 １ 及 び 第 ２ 反 射 鏡 ３ ４ 、 ３ ５ と は 、 顕 微 鏡 本
体 ３ か ら 導 か れ る 光 束 を 、 第 ２ 反 射 鏡 ３ ５ と 第 ３ 反 射 鏡 ３ ６ と の 間 に あ る 点 Ｐ １ で 結 像 し
て 中 間 像 を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 リ レ ー レ ン ズ 部 は 、 点 Ｐ １ に お い て 形
成 さ れ た 中 間 像 の 光 束 を 双 眼 鏡 筒 部 ２ １ 内 部 の 点 Ｐ ２ で 結 像 し て 中 間 像 を 形 成 す る よ う に
構 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 点 Ｐ ２ は 、 一 対 の 接 眼 レ ン ズ ２ ２ （ ２ ３ ） の 像 面 位 置 と 同 一
と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 １ 及 び こ れ を 備 え る 顕 微 鏡 ２ に よ る 観 察 方
法 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 ス テ ー ジ ４ 上 に 観 察 試 料 Ｓ を 載 置 し 、 ラ ン プ ソ ケ ッ ト ５ の 電 源 を 投 入 す る こ と に
よ っ て 照 明 光 を 観 察 試 料 Ｓ に 照 射 す る 。 そ し て 、 焦 準 ハ ン ド ル ７ に よ っ て 対 物 レ ン ズ ６ に
よ る フ ォ ー カ ス や 、 一 対 の 接 眼 レ ン ズ ２ ２ （ ２ ３ ） に よ る 観 察 位 置 を 調 整 し 、 所 望 の 観 察
像 を 得 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 顕 微 鏡 本 体 ３ か ら の 光 束 は 、 結 像 レ ン ズ １ ３ を 通 過 し 、 プ リ ズ ム ３ ３ 及 び 第 １ か ら 第 ３
反 射 鏡 ３ ４ ～ ３ ６ で 偏 向 さ れ る 。 こ こ で 、 点 Ｐ １ に お い て 結 像 レ ン ズ １ ３ に よ る 中 間 像 を
形 成 す る 。 そ し て 、 第 ３ 反 射 鏡 ３ ６ で 偏 向 さ れ た 光 束 は 、 凹 レ ン ズ ３ １ を 通 過 し 、 第 ４ 及
び 第 ５ 反 射 鏡 ３ ７ 、 ３ ８ で 偏 向 さ れ た 後 、 凸 レ ン ズ ３ ２ を 通 過 し て 双 眼 鏡 筒 部 ２ １ の 内 部
に 配 置 さ れ て い る 光 路 分 離 光 学 系 を 経 て 一 対 の 接 眼 レ ン ズ ２ ２ （ ２ ３ ） に 至 る 。 こ こ で 、
点 Ｐ ２ に お い て 凹 レ ン ズ ３ １ 及 び 凸 レ ン ズ ３ ２ に よ る 中 間 像 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 状 態 で 、 観 察 者 に よ り 、 回 転 枠 １ ２ を 回 動 軸 Ｏ の 軸 回 り で 回 動 さ せ て 双 眼 鏡 筒 部 ２
１ の 鏡 筒 角 を α だ け 変 更 す る と 、 こ れ に 連 動 し て 、 第 ４ 反 射 鏡 ３ ７ が α ／ ２ だ け 同 方 向 に
回 動 す る 。 こ れ に 伴 っ て 、 第 ４ 反 射 鏡 ３ ７ か ら 第 ５ 反 射 鏡 ３ ８ に 向 か う 光 束 の 光 軸 が 、 図
２ に 示 す ｎ か ら ｎ ′ に 移 動 す る 。 第 ５ 反 射 鏡 ３ ８ と 双 眼 鏡 筒 部 ２ １ の 内 部 に 配 置 さ れ て い
る 光 路 分 離 光 学 系 と の 相 対 位 置 が 鏡 筒 角 を 変 更 す る 前 と 同 様 で あ る の で 、 鏡 筒 角 を 変 更 し
て も 顕 微 鏡 本 体 ３ か ら の 光 束 は 、 一 対 の 接 眼 レ ン ズ ２ ２ （ ２ ３ ） に 至 る こ と と な る 。 し た
が っ て 、 観 察 像 が 移 動 す る こ と な く 、 観 察 者 は 鏡 筒 角 を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 鏡 筒 角 の 変 更 に 伴 う ア イ ポ イ ン ト の 軌 道 は 、 図 ２ に 示 す Ｘ － Ｘ ′ を 結 ぶ 二 点 鎖
線 の よ う に な る 。 こ の と き 、 観 察 者 の 姿 勢 は 、 図 １ に 示 す 符 号 Ａ １ の よ う に な る 。 な お 、
光 軸 ｎ と 第 ５ 反 射 鏡 ３ ８ と の 交 点 Ｏ ′ を 回 動 軸 と し て α だ け 鏡 筒 角 を 変 更 さ せ た 場 合 に お
け る ア イ ポ イ ン ト の 軌 道 は 、 図 ２ に 示 す Ｘ － Ｘ ″ を 結 ぶ 二 点 鎖 線 の よ う に な る 。 こ の と き
、 観 察 者 の 姿 勢 は 、 図 １ に 示 す 符 号 Ａ ２ の よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 次 に 、 回 転 枠 １ ２ を 回 動 軸 Ｏ の 軸 回 り に 回 動 さ せ た と き に 第 ４ 反 射 鏡 ３ ７ が そ の 回 動 角
度 の １ ／ ２ だ け 回 動 し な か っ た 場 合 に お け る ア イ ポ イ ン ト で の 観 察 像 の ず れ に つ い て 図 ３
を 用 い て 説 明 す る 。
　 こ れ は 、 製 造 上 で 発 生 し た 各 部 品 に お け る 寸 法 誤 差 に よ り 、 回 転 枠 １ ２ の 回 動 角 度 に 対
し て 第 ４ 反 射 鏡 ３ ７ が そ の 回 動 角 度 の １ ／ ２ だ け 同 方 向 に 回 動 せ ず に 、 回 動 角 度 の １ ／ ２
に 対 し て 角 度 δ ／ ２ だ け の 誤 差 が 生 じ た 場 合 を 考 慮 し た も の で あ る 。
　 こ こ で 、 一 点 鎖 線 で 示 さ れ た 光 軸 Ｌ は 、 回 動 角 度 の １ ／ ２ に 対 し て 誤 差 が 生 じ な か っ た
と き に 第 ４ 反 射 鏡 ３ ７ で 反 射 さ れ た 光 束 の 光 軸 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ４ 反 射 鏡 ３ ７ で 角 度 誤 差 δ を 持 っ て 反 射 さ れ た 光 束 の 光 軸 は 、 凸 レ ン ズ ３ ２ で 集 光 さ
れ 、 点 Ｐ ２ で 中 間 像 を 形 成 し 、 ア イ ポ イ ン ト Ｘ に 至 る 。 こ の と き に ア イ ポ イ ン ト Ｘ で 生 じ
る 観 察 像 の ず れ 量 は 、 Δ ｙ １ と な る 。 な お 、 第 ５ 反 射 鏡 ３ ８ の 反 射 点 Ｏ ′ を 回 動 軸 と し た
場 合 に お い て 、 そ の 回 動 角 度 に 誤 差 が 生 じ た と き に 発 生 す る ア イ ポ イ ン ト Ｘ で の 観 察 像 の
ず れ 量 は 、 Δ ｙ ２ と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 よ り 、 本 実 施 形 態 に お け る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 １ 及 び こ れ を 備 え る 顕 微 鏡 ２ に よ れ ば 、
接 眼 レ ン ズ ２ ２ （ ２ ３ ） と の 距 離 が 第 ５ 反 射 鏡 ３ ８ に よ る 反 射 点 Ｏ ′ よ り も 長 い 第 ４ 反 射
鏡 ３ ７ に よ る 反 射 点 Ｏ を 回 動 中 心 と し て そ の 軸 回 り で 回 動 さ せ て ア イ ポ イ ン ト の 高 さ を 調
節 す る こ と に よ っ て 、 第 ５ 反 射 鏡 ３ ８ に よ る 反 射 点 Ｏ ′ を 回 動 中 心 と し て ア イ ポ イ ン ト の
高 さ を 調 節 す る 場 合 と 比 較 し て 、 ア イ ポ イ ン ト の 奥 行 き 方 向 の 変 化 量 が 小 さ く な る 。 こ れ
に よ り 、 小 柄 な 人 か ら 大 柄 な 人 ま で 観 察 時 の 姿 勢 を 良 好 に 保 つ こ と が で き る 。 し た が っ て
、 観 察 時 の 疲 労 が 低 減 さ れ て 、 長 時 間 で あ っ て も 良 好 な 観 察 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 第 ４ 反 射 鏡 ３ ７ の 反 射 点 を 回 動 軸 Ｏ と す る こ と に よ っ て 、 第 ５ 反 射 鏡 ３ ８ の 反 射
点 で あ る 点 Ｏ ′ を 回 動 軸 と す る 場 合 と 比 較 し て 、 回 動 軸 と ア イ ポ イ ン ト と の 光 路 長 が 長 く
な る 。 こ れ に よ り 、 製 造 上 で 発 生 し た 各 部 品 に お け る 寸 法 誤 差 に よ り 、 回 転 枠 １ ２ の 回 動
角 度 に 対 し て 第 ４ 反 射 鏡 ３ ７ が そ の 回 動 角 度 の １ ／ ２ だ け 同 方 向 に 回 動 せ ず 、 誤 差 が 生 じ
て も 、 ア イ ポ イ ン ト に お け る 観 察 像 の 位 置 ず れ が 小 さ く な る 。 し た が っ て 、 鏡 筒 角 を 変 更
し て い る と き に 、 観 察 像 の 移 動 量 が 小 さ い の で 観 察 者 の 観 察 姿 勢 の 移 動 を 小 さ く す る と 共
に 、 光 学 系 に よ る 観 察 像 の 劣 化 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に
お い て 、 上 記 実 施 形 態 で 説 明 し た 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
　 第 ２ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 鏡 筒 角 可 変
鏡 筒 １ が 結 像 レ ン ズ １ ３ と 凹 レ ン ズ ３ １ と の 間 に プ リ ズ ム ３ ３ 及 び 第 １ か ら 第 ３ 反 射 鏡 ３
４ ～ ３ ６ を 配 置 し て い る の に 対 し て 、 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 ５ ０ が 結 像
レ ン ズ １ ３ と 凹 レ ン ズ ３ １ と の 間 に 第 １ 及 び 第 ２ 反 射 鏡 ５ １ 、 ５ ２ を 配 置 し て い る こ と で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 す な わ ち 、 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 ５ ０ は 、 顕 微 鏡 本 体 ３ に 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 ５ ５ Ａ を 備 え
る 鏡 筒 本 体 ５ ５ と 、 回 転 枠 ５ ６ と 、 双 眼 鏡 筒 部 ２ １ と 、 結 像 レ ン ズ １ ３ と 、 リ レ ー レ ン ズ
部 及 び 反 射 光 学 系 ５ ７ と を 備 え て い る 。
　 反 射 光 学 系 ５ ７ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 反 射 鏡 ５ １ 、 ５ ２ と 、 第 ３ 反 射 鏡 （ 第 １ 反 射 部 材 ） ５
３ と 、 第 ４ 反 射 鏡 （ 第 ２ 反 射 部 材 ） ５ ４ と を 備 え て い る 。
　 第 １ 反 射 鏡 ５ １ は 、 結 像 レ ン ズ １ ３ か ら 入 射 し た 光 束 の 光 軸 を 、 後 方 か つ 水 平 面 よ り も
下 側 に 偏 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
　 第 ２ 反 射 鏡 ５ ２ は 、 第 １ 反 射 鏡 ５ １ で 偏 向 さ れ た 光 束 の 光 軸 を 、 前 方 で 水 平 面 と 平 行 に
偏 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
　 ま た 、 結 像 レ ン ズ １ ３ と 第 １ 及 び 第 ２ 反 射 鏡 ５ １ 、 ５ ２ は 、 顕 微 鏡 本 体 ３ か ら 導 か れ る
光 束 を 、 凹 レ ン ズ ３ １ と 第 ２ 反 射 鏡 ５ ２ と の 間 に あ る 点 Ｐ ３ で 結 像 し て 中 間 像 を 形 成 す る
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よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 ５ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 顕 微 鏡 本 体 ３ か ら の 光 束 は 、 結 像 レ ン ズ １ ３ を 通 過
し て 、 第 １ 及 び 第 ２ 反 射 鏡 ５ １ 、 ５ ２ で 偏 向 さ れ る 。 こ こ で 、 点 Ｐ ３ に お い て 結 像 レ ン ズ
１ ３ に よ る 中 間 像 を 形 成 す る 。 そ し て 、 凹 レ ン ズ ３ １ を 通 過 し た 後 、 第 ３ 及 び 第 ４ 反 射 鏡
５ ３ 、 ５ ４ に よ っ て 偏 向 さ れ 、 凸 レ ン ズ ３ ２ 及 び 光 路 分 離 光 学 系 を 経 て 一 対 の 接 眼 レ ン ズ
２ ２ （ ２ ３ ） に 至 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 状 態 で 、 双 眼 鏡 鏡 筒 部 ２ １ の 鏡 筒 角 を α だ け 変 更 す る と 、 第 ３ 反 射 鏡 ５ ３ か ら 第 ４
反 射 鏡 ５ ４ に 向 か う 光 束 の 光 軸 が 、 図 ４ に 示 す ｎ か ら ｎ ′ に 移 動 す る 。 し た が っ て 、 観 察
像 が 移 動 す る こ と な く 、 観 察 者 は 鏡 筒 角 を 変 更 す る こ と が で き る 。
　 こ こ で 、 鏡 筒 角 の 変 更 に 伴 う ア イ ポ イ ン ト の 軌 道 は 、 図 ４ に 示 す Ｘ － Ｘ ′ を 結 ぶ 二 点 鎖
線 の よ う に な る 。 ま た 、 光 軸 ｎ と 第 ４ 反 射 鏡 ５ ４ と の 交 点 Ｏ ′ を 回 動 軸 と し て α だ け 鏡 筒
角 を 変 更 さ せ た 場 合 に お け る ア イ ポ イ ン ト の 軌 道 は 、 図 ４ に 示 す Ｘ － Ｘ ″ を 結 ぶ 二 点 鎖 線
の よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 よ り 、 本 実 施 形 態 に お け る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 ５ ０ に よ れ ば 、 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態
と 同 様 の 作 用 、 効 果 を 有 す る が 、 反 射 光 学 系 ５ ７ が 、 こ れ に よ る 光 軸 の 偏 向 回 数 が ４ 回 で
あ り 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 反 射 光 学 系 １ ５ に よ る 光 軸 の 偏 向 回 数 の ６ 回 よ り も 少 な く
な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 観 察 者 は 、 明 る く 色 付 き の な い 観 察 像 を 得 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に
お い て 、 上 記 実 施 形 態 で 説 明 し た 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
　 第 ３ の 実 施 形 態 と 第 ２ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 鏡 筒 角 可 変
鏡 筒 ５ ０ の 第 ２ 反 射 鏡 ５ ２ が 第 １ 反 射 鏡 ５ １ で 偏 向 さ れ た 光 束 の 光 軸 を 前 方 か つ 水 平 面 と
平 行 に 偏 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る の に 対 し て 、 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 鏡 筒 角 可 変 鏡
筒 ６ ０ の 第 ２ 反 射 鏡 ６ １ が 第 １ 反 射 鏡 ５ １ で 偏 向 さ れ た 光 束 の 光 軸 を 前 方 か つ 水 平 面 よ り
も 上 側 に 偏 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 す な わ ち 、 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 ６ ０ は 、 顕 微 鏡 本 体 ３ に 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 ６ ２ Ａ を 備 え
る 鏡 筒 本 体 ６ ２ と 、 回 転 枠 ６ ３ と 、 双 眼 鏡 筒 部 ２ １ と 、 結 像 レ ン ズ １ ３ と 、 リ レ ー レ ン ズ
部 及 び 反 射 光 学 系 ６ ４ と を 備 え て い る 。
　 反 射 光 学 系 ６ ４ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 反 射 鏡 ５ １ 、 ６ １ と 、 第 ３ 及 び 第 ４ 反 射 鏡 ５ ３ 、 ５ ４
と を 備 え て い る 。
　 第 １ 反 射 鏡 ５ １ は 、 結 像 レ ン ズ １ ３ か ら 入 射 し た 光 束 の 光 軸 を 、 後 方 か つ 水 平 面 よ り も
下 側 に 偏 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
　 第 ２ 反 射 鏡 ６ １ は 、 第 １ 反 射 鏡 ５ １ で 偏 向 さ れ た 光 束 の 光 軸 を 、 前 方 で 水 平 面 よ り も 上
側 に 偏 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
　 ま た 、 結 像 レ ン ズ １ ３ と 第 １ 及 び 第 ２ 反 射 鏡 ５ １ 、 ６ １ は 、 顕 微 鏡 本 体 ３ か ら 導 か れ る
光 束 を 、 凹 レ ン ズ ３ １ と 第 ２ 反 射 鏡 ６ １ と の 間 に あ る 点 Ｐ ４ で 結 像 し て 中 間 像 を 形 成 す る
よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 よ り 、 本 実 施 形 態 に お け る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 ６ ０ に よ れ ば 、 上 述 し た 第 ２ の 実 施 形 態
と 同 様 の 作 用 、 効 果 を 有 す る が 、 第 ２ 反 射 鏡 ６ １ が 第 １ 反 射 鏡 ５ １ で 偏 向 さ れ た 光 束 の 光
軸 を 前 方 か つ 水 平 面 よ り も 上 側 に 偏 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と に よ っ て 、 第 ３ 反 射
鏡 ５ ３ 、 双 眼 鏡 筒 部 ２ １ 及 び 接 眼 レ ン ズ ２ ２ （ ２ ３ ） の 配 置 位 置 を 高 く す る こ と が で き る
。 ま た 、 リ レ ー レ ン ズ 部 及 び 反 射 光 学 系 ６ ４ を 配 置 す る た め に 必 要 な ス ペ ー ス を 小 さ く す
る こ と が で き る 。
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　 し た が っ て 、 明 視 野 、 暗 視 野 、 偏 光 、 蛍 光 観 察 な ど の さ ま ざ ま な 観 察 法 を 実 行 可 能 と す
る た め に 必 要 な 光 学 素 子 を 内 蔵 す る た め に 観 察 者 側 に 突 出 し た 形 状 を 有 す る 投 光 管 を 有 す
る 顕 微 鏡 本 体 に も 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に
お い て 、 上 記 実 施 形 態 で 説 明 し た 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
　 第 ４ の 実 施 形 態 と 第 ３ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 鏡 筒 角 可 変
鏡 筒 ６ ０ の 第 １ 反 射 鏡 ５ １ が 固 定 さ れ て い る の に 対 し て 、 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る 鏡 筒 角
可 変 鏡 筒 ７ ０ の 第 １ 反 射 鏡 ５ １ が 結 像 レ ン ズ １ ３ を 通 過 す る 光 束 の 光 軸 上 か ら 挿 脱 可 能 に
配 置 さ れ て い る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 す な わ ち 、 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 ７ ０ は 、 顕 微 鏡 本 体 ３ に 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 ７ １ Ａ を 備 え
る 鏡 筒 本 体 ７ １ と 、 回 転 枠 ６ ３ と 、 双 眼 鏡 筒 部 ２ １ と 、 結 像 レ ン ズ １ ３ と 、 リ レ ー レ ン ズ
部 及 び 反 射 光 学 系 ６ ４ と を 備 え て い る 。
　 鏡 筒 本 体 ７ １ の 上 側 に は 、 結 像 レ ン ズ １ ３ を 通 過 す る 光 束 の 光 軸 と 交 差 す る 位 置 に 図 示
し な い 写 真 装 置 や テ レ ビ 装 置 が 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ る 撮 像 装 置 取 付 部 ７ １ Ｂ が 形 成 さ れ て
い る 。 ま た 、 鏡 筒 本 体 ７ １ の 内 部 に は 、 第 １ 反 射 鏡 ５ １ を 取 り 付 け 固 定 す る 固 定 部 材 （ 光
路 切 替 手 段 ） ７ ２ に 形 成 さ れ た ガ イ ド 孔 ７ ２ Ａ に 挿 通 す る こ と に よ っ て 固 定 部 材 ７ ２ を 嵌
装 す る 一 対 の 棒 ガ イ ド （ 光 路 切 替 手 段 ） ７ ３ が 設 け ら れ て い る 。
　 固 定 部 材 ７ ２ は 、 一 対 の 棒 ガ イ ド ７ ３ に 対 し て 図 ６ の 紙 面 垂 直 方 向 に 移 動 可 能 で あ り 、
鏡 筒 本 体 ７ １ の 外 部 に 設 け ら れ た 図 示 し な い ツ マ ミ を 観 察 者 が 操 作 す る こ と に よ っ て 、 第
１ 反 射 鏡 ５ １ が 結 像 レ ン ズ １ ３ を 通 過 す る 光 束 の 光 軸 上 か ら 挿 脱 で き る よ う に 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 よ り 、 本 実 施 形 態 に お け る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 ６ ０ に よ れ ば 、 上 述 し た 第 ３ の 実 施 形 態
と 同 様 の 作 用 、 効 果 を 有 す る が 、 第 １ 反 射 鏡 ５ １ が 結 像 レ ン ズ １ ３ を 通 過 す る 光 束 の 光 軸
上 か ら 挿 脱 可 能 に 配 置 さ れ て い る こ と に よ っ て 接 眼 レ ン ズ ２ ２ （ ２ ３ ） に よ る 肉 眼 観 察 と
、 写 真 装 置 や テ レ ビ 装 置 な ど の 撮 像 装 置 に よ る 撮 像 観 察 と を 切 り 替 え て 観 察 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ 反 射 鏡 ５ １ の 変 わ り に ハ ー フ ミ ラ ー を 用 い た 構 成 や 、
結 像 レ ン ズ １ ３ を 通 過 す る 光 束 の 光 軸 を 分 割 し て 一 方 を 第 １ 反 射 鏡 ５ １ に 、 他 方 を 撮 像 装
置 取 付 部 ７ １ Ｂ に 導 く 光 路 分 割 光 学 系 を 用 い た 構 成 と し 、 肉 眼 観 察 と 撮 像 観 察 と を 任 意 に
選 択 可 能 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範
囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 顕 微 鏡 と し て 正 立 顕 微 鏡 を 用 い た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 倒 立
顕 微 鏡 や 他 の 顕 微 鏡 で あ っ て も よ い 。
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 反 射 光 学 系 に よ っ て 結 像 レ ン ズ か ら 入 射 し た 光 束 が ６ 回 ま た
は ４ 回 反 射 さ れ た が 、 結 像 レ ン ズ か ら 接 眼 レ ン ズ ま で の 反 射 回 数 が 偶 数 回 で あ れ ば よ い 。
　 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 、 第 ４ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 プ リ ズ ム ３ ３ ま た
は 第 １ 反 射 鏡 ５ １ が 結 像 レ ン ズ １ ３ を 通 過 す る 光 束 の 光 軸 上 か ら 挿 脱 で き る よ う な 構 成 で
あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 顕 微 鏡 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に お い て 回 転 角 度 誤 差 が 生 じ た 際 の ア イ ポ イ ン ト で の 観 察 像 の 位 置 ず れ 量 を
説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
１ 、 ５ ０ 、 ６ ０ 、 ７ ０ 　 鏡 筒 角 可 変 鏡 筒
２ 　 顕 微 鏡
３ 　 顕 微 鏡 本 体
１ １ 、 ５ ４ 、 ６ ２ 　 鏡 筒 本 体
１ ２ 　 回 転 枠
１ ３ 　 結 像 レ ン ズ
１ ５ 、 ５ ６ 、 ６ ４ 　 反 射 光 学 系
２ １ 　 双 眼 鏡 筒 部
２ ２ 、 （ ２ ３ ） 　 接 眼 レ ン ズ
３ ７ 　 第 ４ 反 射 鏡 （ 第 １ 反 射 部 材 ）
３ ８ 　 第 ５ 反 射 鏡 （ 第 ２ 反 射 部 材 ）
５ ３ 　 第 ３ 反 射 鏡 （ 第 １ 反 射 部 材 ）
５ ４ 　 第 ４ 反 射 鏡 （ 第 ２ 反 射 部 材 ）
７ １ Ｂ 　 撮 像 装 置 取 付 部
７ ２ 　 固 定 部 材 （ 光 路 切 替 手 段 ）
７ ３ 　 棒 ガ イ ド （ 光 路 切 替 手 段 ）
Ｏ 　 回 動 軸
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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